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１ 町と下水道事業の概要 

 

１－１ 町勢概要 

 

葉山町は、明治 22 年、神奈川県第 15 大区第６小区(木古庭村、上山口村、下山口村、

一色村、堀内村及び長柄村)が合併し葉山村となり、明治 27 年に葉山御用邸が築造され、

風光明媚、気候温暖、避寒の地として別荘や保養所が整備され全国に名が知られるよう

になり、大正 14 年に葉山町となりました。 

 

平成８年に葉山海岸が「日本の渚 100 選」に、平成 16 年に三浦半島（葉山町）からの

富士（町内４箇所）が「関東の富士見 100 景」に選定されるなど、観光機能を有するベ

ットタウンであり、令和５年４月１日現在の行政区域面積約 1,704ha、行政人口 32,532

人となっている。 

 

位置は、東京から南へ 50km 圏の三浦半島中央西部にあり、北部は逗子市、北東から南

にかけては横須賀市に隣接している。西側は相模湾に面する南北４km におよぶ海岸線と

なっており、富士・箱根などの遠景を望む景勝の地となっている。 

地形は、北に森戸川、南に下山川が流れ、東側上流域から西側下流域に向けて一様に

傾斜しており、下流域及び海岸線付近に平坦地が広がっている。 

地質は、葉山層群と逗子層群の二大地層で形成されている。 
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（１）全体計画

当　初　計　画 既　計　画 既　計　画 現　計　画
（平成３年度） （平成２３年度） （平成２７年度） （令和４年度）

平成２２年 平成４２年 令和７年 令和２２年

６２０ha ５８１．２２ha ５１３．００ha ５１３．００ha

５１１ha ５１３ha ５１３ha ５１３ha

１０９ha ６８．２２ha ０．００ha ０．００ha

３６，３００人 ２８，１００人 ２８，６００人 ２６，３５０人

（２）都市計画

平成１４年２月１３日

約５１３ha

木古庭長柄幹線

－

－

葉山中継ポンプ場
葉山浄化センター

計 画 人 口

葉山都市計画第１号公共下水道

都市計画決定の経緯

その他の施設

１－２　下水道事業の概要                                                     

項 目

木古庭長柄幹線
長柄一色幹線

全体計画の経緯

葉 山 処 理 区

年 月 日

種 類

　葉山町では、森戸川をはじめとする河川、水路、側溝等の水質汚濁を防止するとともに住環境
の整備や住民の公衆衛生の向上を目的として、平成２年度から計画設計に取組み、平成３年度に
国庫補助事業として採択され、平成４年２月17日に都市計画決定し事業を開始しました。
　また、「持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル」に基づく、中
期的な期間（概ね10年間）で概成を目指す区域、いわゆる「アクションプラン」を平成27年度に
策定し汚水処理施設整備として、水環境を守るため公共下水道を市街化区域の513ha、その他区
域の1,191haを浄化槽区域と定めました。

平成４年２月１７日

約５１１ha

目 標 年

１０，６００m3/日

計 画 区 域

１４，１００m3/日

その他の処理
区

面 積

（　日　最　大　）
２４，７００ｍ3/日

－

１４，１００m3/日

葉山中継ポンプ場

　平成４年２月17日に全体整備区域のうち市街化区域である511haについて都市計画決定を行い
ました。その後、平成14年２月13日の第５回線引き見直しにより２haを市街化区域に編入したこ
とにより513haとなっています。

ポ ン プ 施 設

処 理 施 設 葉山浄化センター

計 画 汚 水 量

下 水 管 渠
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（）

平成４年２月２８日 平成７年９月１２日 平成１４年３月２９日 平成１９年３月３０日 平成２４年３月３０日 平成２９年３月２４日 令和５年３月３１日

約９２ha 約２３０ha 約３００ha 約３５０ha 約３９１ha 約４７２ha 同左

木古庭長柄幹線
長柄一色幹線

同左 木古庭長柄幹線 同左 同左 同左 同左

葉山中継ポンプ場 同左 － － － － －

葉山浄化センター 同左 － － － － －

－ －
葉山中継ポンプ場
葉山浄化センター

同左 同左 同左 同左

平成４年２月２８日
～平成１０年３月３１日

平成４年２月２８日
～平成１４年３月３１日

平成４年２月２８日
～平成１９年３月３１日

平成４年２月２８日
～平成２４年３月３１日

平成４年２月２８日
～平成２９年３月３１日

平成４年２月２８日
～令和６年３月３１日

平成４年２月２８日
～令和８年３月３１日

平成４年２月１９日 平成７年７月４日 平成１４年３月８日 平成１９年１月２６日 平成２４年３月３０日 平成２９年３月２４日 令和５年３月３１日

約９２ha 約２３０ha 約３００ha 約３５０ha 約３９１ha 約４７２ha 同左

６，２００ｍ3／日 １２，４００ｍ3／日 同左 同左 １４，１００ｍ3／日 同左 １２，０００ｍ3／日

５，８００人 １６，２００人 １７，８００人 ２１，０００人 ２２，７００人 ２６，６００人 ２６，７００人

３，８００ｍ3／日 ９，９７０ｍ3／日 １０，３００ｍ3／日 １２，１００ｍ3／日 １１，８００ｍ3／日 １３，１００ｍ3／日 １０，７００ｍ3／日

Ｂ O Ｄ ９．５mg/L 同左 同左 同左 同左 同左 同左

Ｓ Ｓ １０．０mg/L 同左 同左 同左 同左 同左 同左

平成４年２月１９日
～平成１０年３月３１日

平成４年２月１９日
～平成１４年３月３１日

平成４年２月１９日
～平成１９年３月３１日

平成４年２月１９日
～平成２４年３月３１日

平成４年２月１９日
～平成２９年３月３１日

平成４年２月１９日
～令和６年３月３１日

平成４年２月１９日
～令和８年３月３１日

（３）事業計画

計 画
放 流 水 質

計 画 下 水 量
（ 日 最 大 ）

排 水 区 域

下 水 管 渠

ポ ン プ 施 設

処 理 施 設

そ の 他 の 施 設

都市計画法事業認可の経緯

年 月 日

種 類 及 び 名 称 葉山都市計画下水道事業　第１号公共下水道

葉山処理区

　事業計画は平成３年度に排水区域92haの認可を受け、その後５回（平成７年度、平成13年度、平成18
年度、平成23年度、平成28年度）にわたり拡大変更し、現在は472haとなっています。
　令和４年度は、下水道事業の継続的な推進を図るため、事業期間を令和８年３月31日までの２年間の
延伸及び葉山浄化センターの運転実績を踏まえ、処理方式の変更を行いました。

事 業 施 行 期 間

下水道法事業計画の経緯

事 業 期 間

年 月 日

処 理 区 の 名 称

予定処理区域の
面 積

計 画 処 理 能 力
（ 日 最 大 ）

計 画 処 理 人 口
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 （４）施設計画 

終末処理場の位置選定にあたっては、昭和 63 年９月に葉山町公共下水道調査

研究委員会に諮問し、調査・研究及び審議を行い、平成元年７月に答申を受け「海

岸立地」と「山間立地」の二方式 13 箇所の候補予定地を抽出しました。 

この抽出結果を受け、町の歴史的背景、葉山御用邸の位置、昭和天皇の生物ご

研究の場、漁業関係者への配慮等から「海岸立地」では一般的コンセンサスが困

難との判断に至り「山間立地」を選択しました。さらに、候補予定地（町有地）

と民家との距離等を勘案し、南郷上ノ山地区を終末処理場の建設地に選定しまし

た。 

中継ポンプ場については、終末処理場の位置、施設面積、修理車両等の利便性、

周辺環境との調和、用地取得の容易さ、地形的な汚水の収集のしやすさなどを検

討し位置を選定しました。 

 

葉山町の公共下水道の特徴は、山間部に全国でも珍しいトンネル方式の処理場

を建設したことで、汚水をいったん自然流下で沿岸部にあるポンプ場に集め、約

4.7km 離れた処理場へ圧送しています。大部分の処理施設を地下に収容すること

で景観への影響を最小限に抑えています。 

また、圧送管の布設工事は全延長の約半分が本町の主要道路である国・県道であ

るため交通障害等を考慮し、内径２ｍのシールド工法で施工しました。 

下水排除方式は分流式を採用し、公共用水域の水質保全に努めています。今後

も快適な住環境の維持に配慮した整備に取り組みます。 

 

 

 

 

葉山中継ポンプ

葉山浄化センター 

木古庭長柄幹線 
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２　公共下水道の普及率

市街地 整備区域 整備区域 処理区域 処理区域 接続 人口
行政人口 世帯数 面積 面積 人口 面積 人口 件数 普及率

(人) (世帯) (ｈａ) (ｈａ) (人) (ｈａ) (人) (件) (％)

Ｒ３ 32,806 14,650 513.0 404.0 24,060 400.0 23,901 9,197

9,004 70.6%

14,657 513.0 432.3 24,859 431.1 24,795

72.9%

  【 処理区域人口（人）】

　【 人口普及率（％）】

22,947 8,828 69.7%23,021 373.4

Ｒ４ 32,532 9,408 76.2%

Ｒ１ 374.732,918 14,434 513.0

Ｒ２ 32,961 14,618 513.0 384.1 23,416 380.1 23,256

H２９ 33,294 14,373 513.0 352.9

H３０ 33,129 14,424 513.0 366.8

年度末
現在

H１0 30,953 11,353 511.0 94.8 5,783 94.8 5,783 615 18.7%

H１１ 31,247 11,683 511.0 101.2 6,223 101.2 6,223 1,275 19.9%

22.6%

H１３ 31,804 12,215 513.0 150.5 9,525 146.9 9,304 2,357 29.3%

H１２ 31,612 11,956 511.0 115.6 7,257 113.8 7,136 1,817

32.2%

H１５ 32,213 12,647 513.0 189.0 12,078 185.6 11,855 3,221 36.8%

H１４ 32,036 12,429 513.0 170.3 10,845 161.4 10,300 2,849

38.3%

H１７ 32,638 13,033 513.0 223.2 14,216 218.3 13,919 4,146 42.6%

H１６ 32,490 12,859 513.0 200.2 12,841 193.4 12,451 3,650

47.0%

H１９ 33,068 13,534 513.0 262.5 16,666 258.6 16,422 5,323 49.7%

H１８ 32,801 13,278 513.0 246.3 15,579 243.9 15,422 4,615

50.5%

H２１ 33,508 13,948 513.0 281.0 18,004 278.2 17,822 6,186 53.2%

H２０ 33,305 13,791 513.0 267.0 17,022 263.6 16,804 5,744

55.1%

H２３ 33,661 14,137 513.0 300.2 19,281 297.3 19,096 6,865 56.7%

H２２ 33,704 14,086 513.0 291.0 18,753 288.2 18,566 6,590

H２５ 33,618 14,295 513.0 313.4 59.0%20,061

H２４ 33,742 14,223 513.0 306.6 19,687 304.2 19,525 7,230

310.2 19,849 7,508

57.9%

20,644

331.6 21,158

20,273 7,766 60.6%H２６ 33,455 14,299

21,680

323.321,055H２７ 33,459 14,306 513.0 330.5

513.0 321.0 20,494 317.5

H２８ 33,377 14,337 513.0 341.6

22,373

8,009 61.7%

351.7 22,296 8,481 67.0%

63.4%

355.7 22,462 8,724 67.8%22,868

8,232

5,783 6,223
7,136

9,304
10,300

11,855
12,451

13,919

15,422
16,42216,804

17,82218,566
19,09619,52519,84920,27320,64421,158

22,29622,46222,94723,25623,90124,795

4,000
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H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ Ｈ３０ R１ R２ R３ R４

18.7%19.9%22.6%
29.3%32.2%

36.8%38.3%
42.6%

47.0%49.7%50.5%53.2%55.1%56.7%57.9%59.0%60.6%61.7%63.4%
67.0%67.8%69.7%70.6%72.9%76.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ Ｈ３０ R１ R２ R３ R４
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３ 下水道使用料 

 
水洗化工事（排水設備工事）が完了し、公共下水道へ生活排水等を流すようになると、その排出

量に応じて下水道使用料をお支払いいただくことになります。 
この下水道使用料は、処理場やポンプ場、下水道管といった下水道施設の維持管理経費などに充

てられます。 
 
（１）算定方法 

○ ２ヶ月あたりの排出量（水道水を利用している場合は、水道水の検針水量）で算定 
○ 下水道使用料＝「基本料金（固定料金）」＋「超過料金（従量料金）」 
○ 下水道使用料に消費税を加算 

 
 【下水道使用料 料金表】（２ヶ月あたり、消費税抜き） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）減免制度 

下水道使用料の全部又は一部が減免される制度があります。 
詳細は、葉山町下水道課へお問い合わせください。 

（３）上下水道料金一括納付制度 
葉山町は「上下水道料金一括納付制度」を実施しており、下水道使用料と水道料金と併せ

て「上下水道料金」として神奈川県企業庁へお支払いいただくことになります。 

基本料金  超過料金（1 ㎥につき） 

排水量 料金  排水量 料金 

16 ㎥ 

まで 
1,280 円 

17 ㎥ ～    30 ㎥   100 円 

31 ㎥ ～    40 ㎥   140 円 

41 ㎥ ～    60 ㎥   170 円 

61 ㎥ ～   100 ㎥   210 円 

101 ㎥ ～   200 ㎥   250 円 

201 ㎥ ～   400 ㎥   290 円 

401 ㎥ ～   600 ㎥   330 円 

601 ㎥ ～ 1,000 ㎥   340 円 

 1,001 ㎥ ～ 2,000 ㎥   350 円 

 2,001 ㎥ ～   360 円 

基本料金 

排水量 16 ㎥まで 

（固定料金） 

 

超過料金 

排水量 16 ㎥を超える分 

（従量料金） 
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４ 下水道関連諸制度 

 

葉山町では、水洗化工事（排水設備工事）の負担軽減を目的とした助成金制度や、融資あっ旋及

び利子補給制度などを設けています。 

 

（１）水洗化工事助成金制度 

〇 水洗化工事（排水設備工事）に要した費用の一部を助成する制度 

〇 助成金の額は工事費の 10％、工事１件につき上限３万円（工事費が３万円未満であれば工

事費相当額） 

〇 マンションなどの区分所有に係るものは、３万円に区分所有者数を乗じた額が上限 

 

〇 助成の実績 

年度 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

助成件数 349 251 207 190 121 135 137 142 167 105 121 65 43 61 49

助成金額 9,939 7,471 6,129 5,315 3,743 3,925 4,140 4,365 5,556 2,960 3,328 1,802 1,180 2,208 1,338

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 累計

助成件数 50 47 22 58 71 85 60 44 56 2,636

助成金額 2,179 1,362 618 1,534 2,101 3,263 1,818 1,277 1,573 79,124 （単位：件、千円）
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12,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04

助成件数 助成金額

 

※ 平成 11 年４月より制度開始 
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（２）水洗化工事資金融資あっ旋及び利子補給制度 

〇 水洗化工事（排水設備工事）に要する費用の借入れ（融資）を町があっ旋する制度 

〇 借入れた資金に係る利子を町から補給（利子相当額の補給金を交付） 

〇 水洗化工事助成金制度を併せて利用するときのあっ旋額は、助成金を差し引いた額 

〇 融資あっ旋額（工事 1 件当たり） 

1 くみ取り便所を水洗便所に改造して公共下水道に接続する工事 ６０万円まで 

2 

浄化槽の機能を停止し公共下水道に接続する工事 ５０万円まで 

 マンションなどで浄化槽を共同で使用している場合 ５００万円まで 

 

〇 融資あっ旋及び利子補給の実績 

年度 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

融資あっ旋

件数
13 7 3 6 3 2 4 4 0 0 1 0 0 1 2

利子補給

件数
12 18 19 26 17 13 15 11 10 9 5 2 1 1 3

利子補給

額
36,253 113,676 84,325 72,938 48,114 40,380 30,545 32,415 35,124 18,579 9,835 3,641 1,413 3,114 11,459

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 累計

融資あっ旋

件数
1 1 0 0 0 0 1 2 0 51

利子補給

件数
4 5 3 1 1 1 2 3 3 185

利子補給

額
11,890 6,510 3,799 2,526 1,804 1,072 3,844 18,314 15,226 606,796 （単位：件、円）

0

5

10

15

20

25

30

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04

利子補給件数 利子補給額

 

※ 平成 11 年４月より制度開始 
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（３）浄化槽の雨水貯留施設転用工事助成金制度 

〇 水洗化工事（排水設備工事）により不要となった浄化槽の有効活用のため、雨水貯留施設

に転用する工事に要した費用の一部を助成する制度 

〇 助成金の額は、転用工事１件につき４万円（工事費が４万円未満であれば工事費相当額） 

 

〇 助成の実績 

年度 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

助成件数 0 3 0 1 0 3 0 2 0 1 4 0 0 1 0

助成金額 0 120 0 40 0 120 0 79 0 40 160 0 0 40 0

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 累計

助成件数 0 0 0 0 0 1 2 1 0 19

助成金額 0 0 0 0 0 40 80 40 0 759 （単位：件、千円）

 

※ 平成 11 年４月より制度開始 

 

 

 

（４）私設汚水ポンプ設置助成金制度 

〇 地勢等により自然流下では公共下水道に接続できないため、汚水ポンプ施設を設置する工

事に要した費用の一部を助成する制度 

〇 助成金の額は工事費の 90％、工事１件につき上限 90万円 

 

〇 助成の実績 

年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04

助成件数 2 2 1 4 0 0 1 2 0 0 1 1 0 1 0

助成金額 1,485 1,722 900 3,177 0 0 900 1,800 0 0 900 900 0 900 0

年度 累計

助成件数 15

助成金額 12,684 （単位：件、千円）

 

※ 平成 20 年７月より制度開始 
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（５）公共下水道の私道内設置制度 

〇 すでに公共下水道が設置されている、または設置が予定されている区域の私道に面した敷

地への公共下水道の普及を図るため、私道内に町が下水道管や公共桝を設置する制度 

〇 この制度により設置した下水道管や公共桝は町が維持管理する 

 

〇 私道内設置工事の実績 

年度 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

申請件数 7 0 7 2 0 2 2 6 2 3 3 4 2 2 2

工事件数 0 7 0 6 3 0 2 0 5 4 3 2 8 0 2

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 累計

申請件数 1 1 0 3 0 5 18 10 1 83

工事件数 2 1 1 0 2 1 1 14 15 79 （単位：件）
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※ 平成 11 年４月より制度開始 
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５ 葉山浄化センター 

 

（１）施設概要 

 
処理場名           葉山浄化センター 
位置             葉山町大字長柄字南郷 
構造             鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

地上３階 地下３階 
敷地面積           約２９，５００㎡ 
建築面積           ７２４．６７㎡ 
延床面積           ７，５１０．７４㎡ 
種類             単独公共 
排除方式           分流式 
計画地盤高          Ｔ．Ｐ．＋４０．５０Ｍ 
周辺の土地利用        市街化調整区域 
処理方式  下水処理     高負荷型活性汚泥法 
      汚泥処理     濃縮→脱水→場外搬出 
全体計画処理能力（日最大）  １２，０００㎥／日 
現有処理能力（日最大）     ９，０００㎥／日 
運転開始年月日        平成１１年３月２９日 
放流先名称          森戸川支流大南郷川 
水質環境基準等の設定     森戸川Ｃ（イ）森戸橋 
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夾雑物除去設備  汚水調整池 

   

 

 

 
  エアレーションタンク（上部） 

   

 

 

 
余剰汚泥貯留槽  最終沈殿池 

   

 

 

 
造粒濃縮設備  高度処理施設 
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汚泥脱水機  消毒設備（次亜塩素酸ソーダ貯留槽） 

   

 

 

 

 
  放流ポンプ 

   

 

 

 

 

 
 

 

 
監視室 

       

汚泥搬出へ 

河川放流へ 
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（２）汚泥処分状況 
                                       （単位：ｔ） 

年度 

処分先 
Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

①栃木県 

那須塩原市 
495.01 250.95 499.61 573.50 446.14 

②栃木県 

佐野市 
437.84 131.18 108.02 52.42 140.76 

③埼玉県 

秩父郡横瀬町 
275.88 409.64 332.45 353.59 615.20 

④神奈川県 

川崎市 
589.90 992.66 803.25 790.94 425.34 

合 計 1,798.63 1,784.43 1,743.33 1,770.45 1,627.44 

 

※ 汚泥の有効利用 
葉山浄化センターでの処理後に発生する汚泥を有効利用しています。 

①栃木県那須塩原市 肥料化 

②栃木県佐野市 
③埼玉県秩父郡横瀬町 
④神奈川県川崎市 

セメントの原料 
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（３）流入量・放流量・水質の月別状況

（令和４年度実績）

流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流 流入 放流

4月22日 230 0.4 130 10.0 390 4.0 75,000 不検出 38 7.1 5.0 0.46

4月27日 8時 ＜0.2 7.6 3.0 不検出 7.8 0.53

4月27日 13時 ＜0.2 7.7 3.0 不検出 7.7 0.50

5月6日 300 0.4 200 7.2 350 2.0 230,000 不検出 70 8.6 8.6 0.38

5月20日 ＜0.2 7.8 4.0 不検出 8.1 0.42

6月3日 360 34.0 210 35.0 500 38.0 180,000 2,800.0 68 27.0 9.1 2.40

6月15日 8時 4.6 18.0 10.0 不検出 24.0 1.50

6月15日 13時 3.9 18.0 9.0 不検出 22.0 1.40

7月1日 150 0.3 89 17.0 130 6.0 130,000 不検出 44 24.0 3.7 1.50

7月15日 1.3 12.0 4.0 不検出 28.0 1.30

8月5日 820 2.1 1600 13.0 4700 6.0 110,000 不検出 350 23.0 58.0 1.20

8月19日 8時 0.3 13.0 6.0 不検出 27.0 2.40

8月19日 13時 ＜0.2 12.0 5.0 不検出 28.0 2.70

9月2日 150 8.3 95 15.0 140 9.0 190,000 20,000.0 37 24.0 3.6 1.10

9月16日 0.2 11.0 4.0 不検出 26.0 1.80

10月7日 120 0.2 56 11.0 97 2.0 250,000 不検出 33 18.0 3.4 1.90

10月21日 8時 0.3 11.0 2.0 不検出 14.0 1.20

10月21日 13時 ＜0.2 11.0 2.0 不検出 14.0 1.20

11月4日 110 0.7 57 16.0 46 16.0 120,000 不検出 34 16.0 3.9 1.50

11月18日 9.8 19.0 12.0 不検出 27.0 1.60

12月2日 1700 2.7 2000 19.0 7900 11.0 200,000 不検出 430 26.0 69.0 1.20

12月16日 8時 7.1 25.0 33.0 不検出 27.0 1.60

12月16日 13時 6.3 21.0 20.0 不検出 26.0 1.50

1月6日 2000 0.4 2100 17.0 5700 5.0 490,000 不検出 490 26.0 89.0 1.80

1月20日 6.4 18.0 8.0 1.0 27.0 1.30

2月3日 370 0.4 200 19.0 660 4.0 280,000 不検出 75 26.0 11.0 1.20

2月17日 8時 1.2 15.0 4.0 不検出 23.0 0.63

2月17日 13時 1.0 15.0 6.0 不検出 24.0 0.70

3月3日 170 0.9 92 32.0 130 37.0 360,000 不検出 37 30.0 3.9 2.60

3月10日 1.1 31.0 48.0 不検出 33.0 2.60

年間 2,099,046 1,968,479

平均
値

174,921 164,040 540.0 4.4 569.1 15.1 1728.6 8.2 217,917 142.2 21.1 22.4 1.32

160
(120)

160
(120)

200
(150)

3,000

25
(20)

70
(50)

25 25 70 3,000

20 70 3,000

※　(　)の数値並びに大腸菌群数は日間平均を示す。

※　平均値は有効数字以下を四捨五入した値を示す。

※　平均値を算出する際、一日に２度採取した検査日は、１３時採取の測定値を計算に用いる。

流入量
（㎥/月）

放流量
（㎥/月）

検査日

水　　　　　　　　　　　　質

ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ 大腸菌群数 全窒素 全燐

ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ 個／ｍｌ ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ

４月 193,469 181,721

５月 192,526 179,769

６月 172,181 161,718

７月 173,782 167,986

８月 186,104 169,740

９月 172,577 166,504

１０月 172,801 164,010

１１月 166,839 153,322

１２月 175,161 162,775

１月 167,374 156,378

２月 151,635 142,329

３月 174,597 162,227

水質汚濁防止法３条１項による
一律基準

水質汚濁防止法３条３項による
上乗せ条例による基準

神奈川県生活環境の保全等に
関する条例による排出基準

下水道法の放流水の水質基準
(下水道法第6条)

15



 

前記表は、水質汚濁防止法第三条第一項を受け、昭和 46 年６月 21 日総理府令第 35

号により定められた生活環境項目の一部です。 

前記表の生活環境項目に係る排出基準及び説明は次のとおりです 

 

生活環境項目 排出基準（許容限度） 説  明 

ＢＯＤ 
生物化学的酸素要求量 

１Ｌにつき１６０ｍｇ 
（日間平均１２０ｍｇ） 

水質の汚れを評価する指標 
水中の比較的分解されやすい有機物が、溶存
酸素の存在のもとに、微生物によって酸化分解
される時に消費される酸素の量で、この値が大
きいということは溶存酸素が欠乏しやすいことを
意味しており、水中に有機物が多く、水が汚れ
ているということになります。 
 

ＣＯＤ 
化学的酸素要求量 

１Ｌにつき１６０ｍｇ 
（日間平均１２０ｍｇ） 

停滞水域（湖沼や海域）の水質の汚れを評価
する指標 
水中の被酸化性物質（主として有機物）を、酸
化剤で酸化する際に消費される酸化剤の量を
酸素量に換算したもので、この値が大きいほ
ど、水中に被酸化性物質（有機物、無機性亜
酸化物等）が多く、水が汚れているということに
なります。 
 

ＳＳ 
浮遊物質量 

１Ｌにつき２００ｍｇ 
（日間平均１５０ｍｇ） 

ろ過または遠心分離によって分離される物質
で、水中に混濁している不溶解性の粒子状物
質のことです。これは、無機質のものと有機質
のものがありますが、水の濁りの原因となるばか
りでなく、沈殿した有機質のものが腐敗し、硫化
水素やメタンガスなどの有害ガスの発生源にな
ります。 
 

大腸菌群数 
１㎤につき日間平均３，０００
個 

大腸菌群数とは、水中に含まれる大腸菌及び
大腸菌と極めてよく似た性質を持つ細菌の集
落数のことです。一般に大腸菌は人畜の腸管
内に生息する細菌で病原菌ではないのです
が、水中の中に存在する大腸菌を培養し測定
することで、し尿による汚染の程度を知ろうとす
るものです。 
 

Ｔ－Ｎ 
全窒素 

１Ｌにつき１２０ｍｇ 
（日間平均６０ｍｇ） 

水中にある窒素の総量のことです。窒素は水中
の栄養塩類として富栄養化の原因物質の一つ
となり、閉鎖性水域では富栄養化により植物プ
ランクトンが異常繁殖し、赤潮やアオコが発生し
ます。これが進むと水中の溶存酸素が不足し、
魚類や藻類が死に、水は悪臭を放つようになり
ます。 
 

Ｔ－Ｐ 

全燐 

１Ｌにつき１６ｍｇ 

（日間平均８ｍｇ） 

水中にあるリンの総量のことです。リンは窒素と

同様に合成洗剤などを含む生活排水等により

供給され、富栄養化の一因となり、数値が上が

ると全窒素と同様の状態となります。 
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森戸川中流 

浄化センター放流口 

森戸川河口 
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 【組織】

部　　名 課　　名

都市計画課 計画係 建築相談係

産業建設部 都市計画課 計画係 建築相談係 下水道係

産業建設部 下水道課 下水道計画係 事業整備係

環境経済部 下水道課 下水道計画係 事業整備係

都市経済部 下水道課 総務係 管理係 建設係

生活環境部 下水道課 総務係 管理係 建設係

環境部 下水道課 総務係 管理係 建設係

 【人員】

課等名 職員数(実数)

下水道係 ２名

下水道課 ４名

下水道課 ５名

下水道課 ６名

下水道課 ７名

下水道課 ９名

下水道課 10名

下水道課 10名

浄化センター １名

下水道課 ９名

浄化センター １名

下水道課 10名

下水道課 ９名

下水道課 ９名

下水道課 ８名

下水道課 ８名

下水道課 ７名

下水道課 ７名

下水道課 ７名

下水道課 ７名

下水道課 ７名

下水道課 ６名

下水道課 ７名

下水道課 ７名

下水道課 ８名

下水道課 ９名

下水道課 ８名

下水道課 ９名

下水道課 ９名

下水道課 ８名

下水道課 ８名

下水道課 ８名

下水道課 ７名

下水道課 ７名

 【県職員との交流状況(下水道関係)】

 【日本下水道協会職員との交流状況】

６　下水道課組織の推移

   昭和59年11月12日新庁舎落成、業務開始に併せ、昭和59年10月１日に機構改革を行い部制を導入しました。その際、
それまで都市計画課計画係で公共下水道に関する事務を所掌していましたが、新たに都市計画課に下水道係（２名）を設
置しました。平成４年４月１日からは下水道事業特別会計設置・公共下水道事業の着手に併せ、事業の円滑な推進を図る
ため下水道課（４名）を設けました。

　また、平成30年4月1日から下水道事業は地方公営企業法の財務規定等を適用しました。

（事務１名）

平成10年4月1日

人員配置年月日

平成19年4月1日

平成5年4月1日

（事務３名、技術６名）

平成4年4月1日

平成27年4月1日

事務・技術職別

（技術２名）

平成6年4月1日

（事務１名、技術３名）

平成6年4月1日

平成7年4月1日

（事務４名、技術６名）

１名（事務）

（事務２名、技術５名）

（事務５名（うち１人課長兼務、１人再任用職員）、技術４名）

平成26年4月1日 （事務４名、技術２名）

平成26年11月1日

令和4年4月1日 （事務４名、技術２名、再任用１名）

平成8年4月1日

平成８年度～平成９年度

昭和63年度～平成元年度

（事務２名、技術３名）

（事務２名、技術４名）

（事務５名（うち１人再任用職員）、技術３名）

平成18年4月1日

平成21年4月1日

係　　　　　名部課係設置年月日

昭和53年4月1日

昭和59年10月1日

平成4年4月1日

平成19年4月1日 （事務４名（うち１人再任用職員）、技術４名）

平成11年4月1日

平成10年4月1日

平成18年8月16日

（事務４名、技術６名）

（事務１名）

昭和59年10月1日

（事務５名（うち１人再任用職員）、技術５名）

（事務４名（うち１人再任用職員）、技術５名）

平成13年4月1日
（事務４名、技術５名）

平成17年4月1日

平成２８年度 協会から町下水道課へ １名（技術）

平成23年4月1日

平成28年4月1日 （事務５名、技術２名）＋日本下水道協会職員１名

平成31年4月1日

（事務４名、技術３名）

平成25年4月1日

平成29年4月1日

（事務５名、技術２名）

平成24年4月1日 （事務４名、技術３名）

１名（事務）平成６年度～平成７年度

県から町下水道課へ

平成20年4月1日

平成２年度～平成３年度

（事務４名（うち１人再任用職員）、技術３名）

県から町下水道課へ

県から町下水道課へ

（事務５名、技術２名）

（事務６名、技術３名）

（事務４名、技術２名、再任用１名）

（事務５名、技術３名）

１名（技術）

（事務５名、技術３名）＋日本下水道協会職員１名

１名（技術）

１名（事務）

県から町下水道課へ

平成27年4月1日

（事務５名、技術３名）

平成22年4月1日 （事務４名、技術３名）

１名（技術）

平成29年10月1日 （事務６名、技術３名）

平成30年4月1日

令和5年4月1日

（事務５名、技術２名）

平成４年度～平成５年度

令和2年4月1日 （事務４名、技術３名、再任用１名）

平成28年7月1日

町から県下水道課へ

令和3年4月1日 （事務４名、技術３名、再任用１名）

県から町下水道課へ
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